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■ はじめに 
深層学習によって第三次AIブームが起こり注目度をあ

げているAI。様々な使用法の一つに物事の「予測」がある。
その中でも「AIに気圧を予測させる」という研究がある。 
先行研究では気温や気圧、湿度といった気象要素の数値
を用いて予測をさせていた。加えて学習方法は作成者が 
モデルを指定する機械学習であった。 

それに対し、我々は近年AI技術の中で発達してきてい
る画像認識に焦点をあてた。つまり、画像から気圧を予測
させるのである。画像認識を用いることで必然的に深層学
習を採用することになる。具体的にはその日の気象画像
を与えることで翌日の茨城県つくば市の気圧を予測させる
ことである。目標正答率は８０％とする。 

 
■ 活動内容 
１．実験方法 
  ●データの収集、編集 

気象画像のデータは「高知大学気象情報頁」より、ラベ
ルとなる気圧データは気象庁のものを使用している。ま
た画像に関しては使用する際に情報量を削減するため
にグレースケール化を行なっている。 
●実験方法について 

プログラミング言語はPythonを使う。参考文献を読んで
画像認識用のアルゴリズムを制作していく。 
 

2．結果 
  AIの予測値と実際の気圧データとをグラフ化したのが
図1である。 

 

図1 AIの予測値と実際の気圧データ 

 図 1 の横軸は日数、縦軸は気圧となっており曲線は実

際の値、直線は予測値であり、一つの値のみを示した。そ

の値は 1006ｈPa である。精度は 13%である。 

 

3.考察と今後の課題 
予測値が一定になった理由として、実際の気圧データ

の平均値を予測した可能性を考えた。しかし、1日目から
何も変わっていないための別の原因を考える必要がある。
今後は予測値を改善するために以下の事を行っていく。 
(1) 画像認識にCNNを取り入れる。 
  画像認識において画像の特徴量を検出しやすいCNN

を使うことでモデルの改善へと繋げていく。 
(2) 画像データを変える。 

今までは画像の関連度を上げるために7〜8月の夏場
の気象画像を使用していたが、冬場の方が気圧が安定
しているため、今後は12～2月のデータを使用する。加
えて図2のように気象画像ではなく等圧線に変更する。
理由としては気象画像からでは雲の情報しか得られな
いと考え、等圧線では線の情報がそのまま圧力に関わ
っているために予測のための情報の価値が上がると考
えたからである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図2 気象画像から等圧線への変更 

 
(3) 隠れ層を増やす。 

隠れ層を我々は一層でやっていたが、多層ニューラル
ネットワークの構築のために隠れ層を変数とし層を変え
ていくことで一値化がおこらない、もしくは精度の高くな
る層の数を見つけていきたい。 

 
(4) 学習率を変更する。 

結果を見るに過学習が起きている可能性も見受けられ
るため、学習率を変更させることによって変化が起きな
いかを見ていく。 
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